
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

  

   
平成 27年 6 月 30日（火）、那覇市長応接室において小中一貫教育の推進状況の報

告を行いました。 

 

城間幹子市長、久高將光副市長、知念覚副市長、上地英之政策統括調整監、渡慶次

克彦教育長、田端一正学校教育部長等の参加のもと、次の内容で推進状況の報告を行

いました。 

 

  《推進状況報告》 

     

１ 那覇市の小中一貫教育の推進状況説明 

・平成２６年度の取組内容と１年間の流れ（映像資料活用） 

・平成２７年度の本格実施校の取組の様子 

  ・コーディネーターによる小学校乗り入れ指導の様子（映像資料活用） 

  ・平成２８年度導入ブロックの取組の様子  

 

２ 小中一貫教育本格実施校の検証 

   ・小中一貫教育本格実施校の学力向上の取組と成果 

   ・小中一貫教育本格実施校の不登校改善の取組と成果 

   ・小中一貫教育推進に係る課題と対応策 

 

説明の後、市長より御助言を頂きましたので、抜粋してご紹介します。 

    

 

     

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結びに渡慶次教育長より、「教育委員会としても小中一貫教育事業は継続すること

が重要だと考えている。」とのまとめをして頂き、市長・副市長・政策統括調整監と

教育委員会との共通理解を深めました。 

 

    このような報告ができたのも、これまでの小中一貫教育グループの取組の成果で

す。感謝申し上げます。今後も、小・中学校が一体となり、義務教育９年間を一つの

区切りとした視点に立ち、児童生徒の理解を深め、課題を共有し、課題解決に向けた

小中一貫教育の取組よろしくお願いします。 
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市長・副市長への 

小中一貫教育推進状況報告 

 

小中一貫教育推進室だより  

第 1    第 16 号  （小中一貫教育の推進状況報告）  

平成 27 年 7 月 24 日 

 

 

市長・副市長への報告の様子① 
６月 30 日（火） 於：市長応接室 

市長・副市長への報告の様子② 
６月 30 日（火） 於：市長応接室 

   この報告会で昨年以上の成果が出ていることがわかった。教育現場の一致団結 

した姿が伺えた。平成 28 年度の全市内小中学校導入までゆるめることなく、頑 

張ってほしい。平成 24 年度からのモデル校から始まり、こうした成果が出てい 

るのだから、どんどんアピールしてほしい。学力向上等に成果を出すためには、 

ポイントをあてた教育活動が必要だと思う。教育委員会として「核」になるもの 

をもって強力に進めてほしい。 
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2 第 3 回校長連絡協議会における説明   
  平成 27年 7月 7日（火）、那覇市若狭の対馬丸記念館に於いて第３回校長連絡協議 

会が開催されました。小中一貫教育推進室からは、次の内容について説明を行いまし

た。 

     

  (1) 本格実施グループの取組紹介 

    ①古蔵中学校グループの小中合同研修会での県立総合教育センター指導主事を招

聘しての講義の紹介。   

    ②上山中学校グループの小中合同研修会での、お互いの職員を知ることから始め

ようというねらいで、エンカウンターから始まる部会の紹介。 

    ③神原中学校グループの、３校合同特別支援学級のレクレーションを通しての交

流会の紹介。 

  

(2) 保護者への小中一貫教育の啓発のお願い 

  金城中学校の保護者へ日曜授業参観での参観の視点をお知らせしての、小中一

貫教育の共通実践事項啓発の紹介。 

 

(3) 小中一貫教育コーディネーター、臨時教諭、非常勤講師の業務について 

 

(4) Web-meeting 会議システムの活用について 

 Web-meeting 会議システムの活用事例の紹介。  

 全小中学校に 1台ずつ Webカメラを配布。常時設置し、連絡、調整や協議等の

活用促進のお願い。  

 

(5) 教科系統表について 

   神原中学校グループが作成した教科系統表の資料提供。 

 

校長先生方が小中一貫教育の推進の要です。今後も小中一貫教育の方向性への示

唆、助言等よろしくお願いします。                    

 

 

 第 3回校長連絡協議会の説明の様子① 

７月７日（火） 於：対馬丸記念館 

 

 第 3回校長連絡協議会の説明の様子② 

７月７日（火） 於：対馬丸記念館 

 

 

識名小学校の合同研修会の様子（5 月 1４日） 

 

 

屋部文幹小中一貫教育コーディネーター  

７月 17日（金） 於：本庁会議室 

 

屋部文幹コーディネーターによる講義 

７月 17日（金） 於：本庁会議室 

 

小中一貫教育コーディネーター情報交換会 

７月 1７日（金） 於：本庁会議室 

 

  平成 27年 7月 9日（木）に予定されていた第 3回小中一貫教育コーディネーター研修

会が台風 9号接近で、7月 17日（金）に延期されて開催されました。 
   
  研修会は、屋部文幹小中一貫教育アドバイザーが「小中一貫の生徒指導でコーディネ

ーターが果たす役割とは」というテーマで講話を行いました。内容について抜粋してご

紹介いたします。 
 
    
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
       

3 第 3 回小中一貫教育コーディネーター研修会   

 研修の目的 
  (1) コーディネーターとして、児童生徒の発達をつなぐ視点から、小中一貫教

育での児童生徒理解の在り方を考える。 
  (2) 児童生徒を教育の連続・継続という視点から、児童生徒の発達を理解する

ことの意義と、それに伴う小中一貫教育の大切さを理解する。 
    （「Ｒｅｓｅｔ」ではなく「Ｃｏｎｔｉｎｕｅ」） 
 
 小・中学校教員による情報交換の必要性 
   小中学校間でこれまで以上に的確な情報交換をすることにより、踏み込んだ

対応ができる。小中一貫教育の推進に当たっては、密な情報交換の機会が設け

られる必要がある。 
   ・小学校時代までさかのぼって情報を収集（特性や対応の方法など） 
   ・小学校に対応のヒントとなる情報がたくさんある。 
    （小中一貫教育の必要性、指導の継続の視点を持つ） 
  
 まとめ コーディネーターに 
   (1) 児童生徒の発達をつなぐ視点から、小中一貫教育において、児童生徒 

理解の在り方を考え、共通実践や情報交換会等につなげる。 
   (2) 児童生徒を教育の連続・継続という視点から児童生徒の発達を理解する

ことの意義とそれに伴う小中一貫教育を実践する。 
 
 小中一貫教育のキーワード 
   ・尊重（respect）  ・協働（share）  ・体験活動（experience） 
   ・スピード感      ・学社融合          ・市民協働の理念 
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ブロック教頭会 小中合同研修会に向けて 

平成２７年６月 30 日（火）に松島小学校に於いて真和志北ブロック教頭会、7 月

14 日（火）、城南小学校において首里ブロック教頭会を開催しました。 

   このブロック教頭会では、「小中一貫教育推進に係る教頭の役割」「小中合同研修

会に向けた具体的な準備」等について講話が行われ、その後、各小中一貫教育グル

ープに分かれ、小中合同研修会に向けた準備、役割分担等について協議を行いまし

た。 

   上記で紹介したブロック校長会においては、各中学校小中一貫教育グループの

「小中一貫教育目標」「全体構想図」「部会設定」「合同研修会期日」等について協議

を進めてきました。各グループとも、これらのグループ校長会協議内容について、しっ

かりと伝達、話し合いが行われており、ブロック教頭会では、「小中合同研修会プログ

ラム」「部会名簿作成」「各学校の役割分担」等についてきめ細かな協議がスムーズ

に行われていました。 

ブロック教頭研修会では、小中合同研修会が有意義な研修会となるよう「池間生

子小中一貫教育アドバイザー」の具体的なアドバイスを受けながら、各グループの

調整が行われました。教頭先生方の力が小中合同研修会をしっかりと支えていま

す。 

次年度小中一貫教育の導入となる、真和志北・首里ブロックも第 2 回小中合同研

修会の開催で、具体的に動き始めます。 

 

 

首里ブロック校長会の様子 

H27.7．8（水） 於：石嶺小学校 

 

真和志北ブロック校長会の様子 

H27.7．15（水） 於：安謝小学校 

  

 

 

 

松城中グループ教職員説明会グループ協議の様子 

H27.6．17（水） 於：松城中学校 

  

真和志北ブロック教頭会の様子 

H27.6．30（火） 於：松島小学校 

  

首里ブロック教頭会の様子 

H27.7．14（火） 於：城南小学校 

 

4 真和志北・首里ブロック 次年度導入に向けて   

 
ブロック校長会 次年度導入に向けて 

  小中一貫教育の次年度導入に向けて、真和志北・首里ブロック校長会では、4 月から 

各中学校小中一貫教育グループの「小中一貫教育目標」「全体構想図」「部会設定」等につ

いて協議を進めてきました。 

 

 7 月のブロック校長会では、夏休みの「第 2 回小中合同研修会」の実施に向けた協議を

中心としながら、各中学校小中一貫教育グループの準備の進捗状況についての確認を行

いました。 

 

 ブロック校長会前半は、池間生子小中一貫教育アドバイザーによる「夏休みの小中合同

研修会の準備に向けて」の講話を行いました。後半は「小中合同研修会の日程調整」「小中

合同研修会の進め方」について協議を行い、各中学校小中一貫教育グループの準備の進

捗状況について確認を行いました。 

 

 夏休みの小中合同研修会の実施に向けて、校長先生方のきめ細やかな協議が進められ

ました。 

 

各小中一貫教育グループ教職員説明会終了 

 真和志北・首里ブロックの小中一貫教育グループ（７中学校グループ約 600名）を

対象とした教職員説明会が６月 17日（水）の松城中学校小中一貫教育グループを最

後に無事、終了いたしました。 

 

昨年度は、学校単位で説明会を行っていましたが、今年度は、お互いを知るスター

トとして、最初から小中合同で説明会を実施しました。推進室からの「全体説明」の

後、「ワークショップ型協議」を取り入れ、小中一貫教育導入の「良さ」「課題」

「課題対応の方向性」等について職員から具体的な意見を出していただきました。 

 

グループ協議では、小中一貫教育の「良さ」については理解できているものの、

「さらに忙しくなるのでは」「時間の確保は」「何をしてよいのかわからない」等の

意見も多い中、「教育計画に位置づける」「続けられること、無理なく取り組める事

から始める」「まず、教師が互いに歩み寄り、お互いを知ることから始める」等の意

見も出ていました。 

協議で出された多くの意見を活かしながら、次年度の本格実施に向け、準備を進めてい

きたいと考えております。 
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〈7月下旬〉 
7 月 24 日（金） 小中合同研修会（真和志中グループ） 

7 月 27 日（月） 小中合同研修会（寄宮中グループ） 

7 月 28 日（火） 小中合同研修会（安岡中、松城中、小禄中、金城中グループ） 

7 月 29 日（水） 小中合同研修会（石嶺中、首里中、古蔵中、鏡原中グループ） 

7 月 30 日（木） 小中合同研修会（城北中グループ） 

        リーダー研修会（鏡原中グループ） 

7月31日（金）  小中合同研修会（松島中、上山中グループ） 

         リーダー研修会（小禄中グループ） 

〈8月〉 
8 月 3日（月） 小中合同研修会（仲井真中グループ） 

8 月 4日（火） 第 2 回教頭連絡会（対馬丸記念館） 

 8 月 20日（木） 小中合同研修会（石嶺中グループ） 

 8 月 21日（金） 小中合同研修会（首里中グループ）  

8 月 24 日（月） 小中合同研修会（真和志中、松城中グループ） 

8 月 25 日（火） 小中合同研修会（城北中グループ） 

 

〈9月上旬〉 

9 月 1日（火）  小中合同授業研究会（寄宮中、上山中グループ） 

        那覇市議会 9月定例会（～28 日） 

9 月 2日（水） 小中合同授業研究会（石田中グループ） 

9 月 3日（木） 小中一貫教育コーディネーター研修会（Web-meeting 会議ｼｽﾃﾑ） 

  9 月 4 日（金） 学力向上に係る講演会（パレット市民劇場） 

9 月 5日（土） 那覇中校区青少協スポーツ大会 

9 月 7日（月） 小中合同授業研究会（小禄中グループ） 

  9 月 8 日（火） 小中合同授業研究会（鏡原中、古蔵中グループ） 

9 月 9日（水） 首里ブロック校長会 

9 月 16 日（水） 真和志北ブロック校長会 
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2014 年 8 月 

日 月 火 水 木 金 土 

      1 

2 3 4 5 6 7 8 
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30 31      

 

 

  小中一貫教育に関する国の動向についてお知らせします。 

 平成 27 年 6 月 17 日、参議院本会議で、小学校と中学校の 9 年間の義務教育を一貫し

て行う小中一貫校を制度化する改正学校教育法が可決、成立しました。 

  

改正学校教育法では、現行の小学校・中学校に加え、小学校から中学校までの義務教育

を一貫して行う小中一貫教育校を「義務教育学校」として新たな学校の種類として規定し、平

成 28 年４月から施行されます。 

 

「義務教育学校」の修業年限は９年としていますが、地域の実情に応じ、学年の区切りを

「４・３・２」「５・４」等、柔軟に変更できます。また、学校教育制度の多様化や弾力化を推進す

るため、カリキュラム編成なども柔軟に対応できます。 

 

  校長は一人で、教員は原則として小中両方の免許が必要ですが、当分の間は一方の免許

でも教諭になることができるとしています。 

 

 那覇市の小中一貫教育は新しい学校を設立するということではなく、これまでと同様、次の

ねらいのもと小中一貫教育を推進し、市内全小中学校へ導入していきます。 

  ①義務教育９年間を修了するのにふさわしい学力の育成 

  ②豊かな人間性や社会性の育成 

  ③中学入学時の不安の解消            

これまで同様、小中一貫教育の取組、よろしくお願いします。 

5  義務教育で一貫校制度化、改正法が成立 

 

6  主な予定 （小中一貫教育関連） 

改正学校教育法の骨子 
  

○義務教育９年間を一貫して行う「義務教育学

校」を新設 
 
   ○学年の区切りは「６・３」に限らず、「５・

４」「４・３・２」等に可能 
 
  ○校長は一人、教員は原則小中学校両方の免許が

必要。（当分は例外有り） 
 
  ○授業内容の前倒しを申請せずにできる  

 


